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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示画面を有した表示装置と、
　前記表示装置の少なくとも前記表示画面とは反対側を覆うカバー部材と、
　前記カバー部材と反対側から前記表示画面の周囲を覆うマスク部材と、
　前記マスク部材と前記カバー部材との間に位置されて前記表示装置の少なくとも周縁部
を覆うミドルフレーム部材と、
　前記ミドルフレーム部材と一体に設けられ、前記表示画面の短手方向側の一端部から突
出した第一の突出部を有した二つの第一の支持部と、
　を備え、
　前記ミドルフレーム部材が、前記表示画面の長手方向の両端側で、前記表示装置を覆い
前記一端部側から当該一端部の反対側に向かうにつれて細くなる壁部を有した、電子機器
。
【請求項２】
　表示画面を有した表示装置と、
　前記表示装置の少なくとも前記表示画面とは反対側を覆うカバー部材と、
　前記カバー部材と反対側から前記表示画面の周囲を覆うマスク部材と、
　前記マスク部材と前記カバー部材との間に位置されて前記表示装置の少なくとも周縁部
を覆うミドルフレーム部材と、
　前記ミドルフレーム部材と一体に設けられ、前記表示画面の短手方向側の一端部から突
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出した第一の突出部を有した二つの第一の支持部と、
　を備え、
　前記カバー部材が、前記表示画面の長手方向の両端側で、前記表示装置を覆い前記表示
画面から離れるにつれて前記表示画面の正面視での中央部側に向かう第二の壁部を有した
、電子機器。
【請求項３】
　表示画面を有した表示装置と、
　前記表示装置の少なくとも前記表示画面とは反対側を覆うカバー部材と、
　前記カバー部材と反対側から前記表示画面の周囲を覆うマスク部材と、
　前記マスク部材と前記カバー部材との間に位置されて前記表示装置の少なくとも周縁部
を覆うミドルフレーム部材と、
　前記ミドルフレーム部材と一体に設けられ、前記表示画面の短手方向側の一端部の、前
記表示画面の長手方向の両端部より中央部側に寄った位置から突出した第一の突出部を有
した二つの第一の支持部と、
　を備え、
　前記第一の支持部が、前記カバー部材の、前記表示画面の短手方向側の一端部の、前記
表示画面の長手方向の両端部より中央部側に寄った位置から突出した第二の突出部を有し
、
　前記第一の突出部と前記第二の突出部とが結合された、電子機器。
【請求項４】
　前記カバー部材が、前記表示画面の長手方向の両端側で、前記表示装置を覆い前記表示
画面から離れるにつれて前記表示画面の正面視での中央部側に向かう第二の壁部を有した
、請求項１または３に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記第一の突出部は、前記一端部の、前記表示画面の長手方向の両端部より中央部側に
寄った位置から突出した、請求項１または２に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記第一の支持部が、前記カバー部材の、前記表示画面の短手方向側の一端部の、前記
表示画面の長手方向の両端部より中央部側に寄った位置から突出した第二の突出部を有し
、
　前記第一の突出部と前記第二の突出部とが結合された、請求項５に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記ミドルフレーム部材が、前記表示画面の長手方向の両端側で、前記表示装置を覆い
前記一端部側から当該一端部の反対側に向かうにつれて細くなる壁部を有した、請求項２
または３に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記第一の突出部が、前記壁部の前記表示画面とは反対側の縁部に沿った方向に突出し
た、請求項１または７に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記第一の突出部が、前記縁部よりも前記表示画面とは反対側に位置された第一の部分
を有し、
　前記カバー部材が、前記第一の部分の先端部とは反対側に接触した第二の部分を有した
、請求項８に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記二つの第一の支持部と離間して前記カバー部材から突出した第二の支持部を備えた
、請求項１～９のうちいずれか一つに記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記表示装置が前記ミドルフレーム部材に取り付けられた、請求項１～１０のうちいず
れか一つに記載の電子機器。
【請求項１２】
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　前記第一の支持部が、根元側から先端側に向かうにつれて細くなる、請求項１～１１の
うちいずれか一つに記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示装置が収容された筐体が支持部に支持されたテレビジョン受像機が知られて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－２１１４２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この種のテレビジョン受像機では、より狭いスペースにも置きやすいことが望まれる場
合がある。
【０００５】
　そこで、本発明の実施形態は、一例として、より狭いスペースにも置きやすい電子機器
を得ることを目的の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施形態にかかる電子機器は、表示装置と、カバー部材と、マスク部材と、ミ
ドルフレーム部材と、二つの第一の支持部と、を備える。表示装置は、表示画面を有する
。カバー部材は、表示装置の少なくとも表示画面とは反対側を覆う。マスク部材は、カバ
ー部材と反対側から表示画面の周囲を覆う。ミドルフレーム部材は、マスク部材とカバー
部材との間に位置されて表示装置の少なくとも周縁部を覆う。第一の支持部は、ミドルフ
レーム部材と一体に設けられ、表示画面の短手方向側の一端部から突出した第一の突出部
を有する。ミドルフレーム部材は、壁部を有する。壁部は、表示画面の長手方向の両端側
で、表示装置を覆い一端部側から当該一端部の反対側に向かうにつれて細くなる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、第１実施形態にかかるテレビジョン受像機の一例が示された正面図であ
る。
【図２】図２は、第１実施形態にかかるテレビジョン受像機の一例が示された正面側から
見た斜視図である。
【図３】図３は、第１実施形態にかかるテレビジョン受像機の一例が示された背面図であ
る。
【図４】図４は、第１実施形態にかかるテレビジョン受像機の一例が示された側面図であ
って、支持部が開かれた状態の図である。
【図５】図５は、第１実施形態にかかるテレビジョン受像機の一例が示された側面図であ
って、支持部が閉じられた状態の図である。
【図６】図６は、第１実施形態にかかるテレビジョン受像機の第一の支持部を含む一部の
一例が示された正面側から見た斜視図である。
【図７】図７は、第１実施形態にかかるテレビジョン受像機の第一の支持部を含む一部の
一例が示された背面側かつ下方側から見た斜視図である。
【図８】図８は、第１実施形態にかかるテレビジョン受像機の第一の支持部の内部構造の
一例が示された斜視図である。
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【図９】図９は、第１実施形態にかかるテレビジョン受像機の第一の支持部を含む一部の
一例が示された背面側かつ下方側から見た分解斜視図である。
【図１０】図１０は、第１実施形態にかかるテレビジョン受像機の第二の支持部を含む一
部の一例が示された背面側かつ下方側から見た斜視図である。
【図１１】図１１は、第１実施形態にかかるテレビジョン受像機の一部の一例が示された
正面図である。
【図１２】図１２は、第１実施形態にかかるテレビジョン受像機の筐体内の一部の一例が
示された背面図である。
【図１３】図１３は、第１変形例にかかるテレビジョン受像機の一例が模式的に示された
正面図である。
【図１４】図１４は、第２変形例にかかるテレビジョン受像機の一例が模式的に示された
正面図である。
【図１５】図１５は、第３変形例にかかるテレビジョン受像機の一例が模式的に示された
正面図である。
【図１６】図１６は、第４変形例にかかるテレビジョン受像機の一例が模式的に示された
側面図である。
【図１７】図１７は、第５変形例にかかるテレビジョン受像機の一例が模式的に示された
正面図である。
【図１８】図１８は、第６変形例にかかるテレビジョン受像機の一例が模式的に示された
正面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下の例示的な実施形態および変形例には、同様の構成要素が含まれている。よって、
以下では、同様の構成要素には共通の符号が付されるとともに、重複する説明が省略され
る。また、各図では、便宜上、方向（Ｘ方向、Ｙ方向、Ｚ方向）が示されている。Ｘ方向
は、表示画面４ａに対する正面視での長手方向、Ｙ方向は、表示画面４ａに対する正面視
での短手方向、Ｚ方向は表示画面４ａに対する正面視での前後方向（奥行方向、筐体３の
厚さ方向）である。Ｘ方向、Ｙ方向、およびＺ方向は、相互に直交している。
【０００９】
　また、以下の実施形態では、電子機器がテレビジョン受像機またはパーソナルコンピュ
ータとして構成された場合が例示されるが、本実施形態にかかる電子機器は、これらには
限定されない。本実施形態にかかる電子機器は、例えば、スマートフォンや、スマートブ
ック、携帯電話機、ＰＤＡ（personal　digital　assistant）、映像表示装置、テレビ電
話機等の種々の電子機器として構成することができる。
【００１０】
＜第１実施形態＞
　本実施形態にかかる電子機器の一例であるテレビジョン受像機１は、図１～５に示され
るように、支持部２Ｆｒ，２Ｒｒ（支部、台、スタンド）と、筐体３と、を備える。支持
部２Ｆｒ，２Ｒｒは、机や、棚、台等の載置部（図示されず）上に載置され、筐体３を支
持する。
【００１１】
　筐体３は、図１に示されるように、正面視では四角形状（本実施形態では一例として長
方形状）に構成されている。また、筐体３は、図１～５に示されるように、前後方向に薄
い扁平な直方体状に構成されている。筐体３は、前面３ａ（正面、面、面部、前面部）と
この反対側の後面３ｂ（背面、面、面部、後面部）と、を有する。前面３ａは、第一の前
面の一例である。また、筐体３は、図１に示されるように、正面視では、四つの端部３ｃ
～３ｆ（辺部、縁部）と、四つの角部３ｇ～３ｊ（尖部、曲部、端部）と、を有する。端
部３ｃ，３ｅは、筐体３および表示装置４の短手方向の両端部であって、長辺部の一例で
ある。また、端部３ｄ，３ｆは、筐体３および表示装置４の長手方向の両端部であって、
短辺部の一例である。筐体３は、支持部２Ｆｒ，２Ｒｒによって、起立された状態（姿勢
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）に支持される。
【００１２】
　また、筐体３は、前面３ａ１を有する壁部３ｋ（部分、プレート、フレーム、ベゼル、
前壁部、表壁部、天壁部）と、後面３ｂを有する壁部３ｍ（部分、プレート、後壁部、裏
壁部、底壁部）と、を有する。前面３ａ１は、筐体３の前面３ａの一部を構成している。
前面３ａ１は後面３ｂと略並行している。壁部３ｋ，３ｍは、四角形状（本実施形態では
一例として長方形状）である。また、筐体３は、壁部３ｋと壁部３ｍとの間に亘った亘面
３ｐ（周面、面、面部）を有する四つの壁部３ｎ（部分、プレート、側壁部、端壁部、立
壁部、亘部）を有する。亘面３ｐの少なくとも一部は、筐体３の側面を構成している。そ
して、壁部３ｋには、四角形状（本実施形態では一例として長方形状）の開口部３ｒが設
けられている。つまり、前面３ａには開口部３ｒが設けられている。開口部３ｒは、第一
の開口部の一例である。
【００１３】
　さらに、筐体３は、複数の部品（分割体、部材）が組み合わせられて構成されることが
できる。筐体３は、一例としては、少なくとも壁部３ｍを含む第一の部材３Ｒｒ（第一の
部分、後側部材、ベース、ボトム、バックカバー、カバー部材）と、少なくとも壁部３ｎ
を含む第二の部材３Ｍｄ（第二の部分、中間部材、フレーム、ミドルフレーム、ミドルカ
バー、ミドルフレーム部材）と、少なくとも壁部３ｋを含む第三の部材３Ｆｒ（第三の部
分、前側部材、ベゼル、フロントカバー、マスク部材）と、を有する。筐体３は、合成樹
脂材料や、金属材料等で構成されることができる。また、第二の部材３Ｍｄは、第三の部
材３Ｆｒより高い剛性を有するとともに、第三の部材３Ｆｒより大きな外縁寸法を有する
。
【００１４】
　また、本実施形態では、一例として、図１に示されるように、第三の部材３Ｆｒの壁部
３ｋは、四角形状（例えば長方形状）の枠状かつ板状に形成され、表示装置４の周縁部を
覆っている。筐体３内には、表示装置４（表示部、ディスプレイ、パネル）が収容されて
いる。表示装置４の、前面３ａ側に位置した表示画面４ａは、開口部３ｒを介して筐体３
の前方（外方）に露出しており、使用者は、前方側から開口部３ｒを介して表示画面４ａ
を視認することができる。つまり、表示装置４の表示画面４ａは、開口部３ｒにより露出
されている。表示装置４は、正面視では四角形状（本実施形態では一例として長方形状）
に構成されている。また、表示装置４は、前後方向に薄い扁平な直方体状に構成されてい
る。表示装置４は、例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ，liquid　crystal　display）や
有機ＥＬディスプレイ（ＯＥＬＤ，organic　electro-luminescent　display）等である
。また、本実施形態では、一例として、表示装置４は、第二の部材３Ｍｄに取り付けられ
ている。表示装置４の第二の部材３Ｍｄへの取り付けには、結合具（例えばねじ等）やブ
ラケット（金具）等（いずれも図示されず）が用いられうる。
【００１５】
　また、表示装置４の前側（表側、壁部３ｋ側）には、透明な比較的薄い四角形状（本実
施形態では一例として長方形状）の入力操作パネル５（一例としてはタッチパネル、タッ
チセンサ、操作面）が設けられている。入力操作パネル５は、表示画面４ａを覆っている
。操作者（ユーザ等）は、例えば手指やスタイラス等によって、入力操作パネル５に対し
て、触れる、押す、擦る、あるいは入力操作パネル５の近傍で動かす等の操作を行うこと
で、入力処理を実行することができる。また、表示装置４の表示画面４ａから出た光は、
入力操作パネル５を通過して壁部３ｋの開口部３ｒから筐体３の前方（外方）へ出る。入
力操作パネル５は、入力部の一例である。
【００１６】
　また、本実施形態では、一例として、図１に示されるように、第二の部材３Ｍｄが第三
の部材３Ｆｒを取り囲んでいる。そして、少なくとも正面側から見える範囲では、第三の
部材３Ｆｒと第二の部材３Ｍｄとで、色や、光沢の度合い、表面性状、凹凸状態、面粗度
等が相違し、外観上、第三の部材３Ｆｒと第二の部材３Ｍｄとが区別されやすい。また、
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上方（上方）および側方（左右両側）端部３ｃ，３ｄ，３ｆでは、正面視での第二の部材
３Ｍｄの幅は、第三の部材３Ｆｒの幅より狭い。
【００１７】
　また、本実施形態では、一例として、図４，５に示されるように、壁部３ｎのうち、表
示装置４の長手方向両端側に位置する壁部３ｎ１（側壁部）は、第二の部材３Ｍｄに含ま
れる前部３１ａ（部分、領域、壁部）と、第一の部材３Ｒｒに含まれる後部３１ｂ（部分
、領域、壁部）と、を含んでいる。前部３１ａは、上側に向けて細くなる（尖る）三角形
状に形成されている。すなわち、前部３１ａの幅は、筐体３の端部３ｅ側（一端部側、下
側）からその反対側の端部３ｃ側（他端部側、上側）へ向かうにつれて、徐々に狭く（小
さく、細く）なっている。前部３１ａの表示画面４ａとは反対側（後方側、図４，５で右
側）の縁部３１ｃは、直線状に形成されている。また、後部３１ｂ（第二の壁部）は、縁
部３１ｃと合わさる縁部３１ｄから表示画面４ａとは反対側（後方側、図４，５で左側か
ら右側）に向かうにつれて、表示画面４ａの正面視での中央部側へ向かっている。本実施
形態では、一例として、筐体３の壁部３ｍが、後方側へ向けて凸となる状態に膨らんでお
り（湾曲しており）、この壁部３ｍの長手方向の両端部に位置した部分（縁部）が、壁部
３ｎ１の後部３１ｂとして構成されている。
【００１８】
　また、本実施形態では、一例として、図１，２，４，５に示されるように、壁部３ｎの
うち、表示装置４の短手方向の一端側（下端側）に位置する壁部３ｎ２は、第二の部材３
Ｍｄの一部として構成されている。亘面３ｐのうち壁部３ｎ２に設けられた部分の少なく
とも一部は、壁部３ｎ２の前面３ａ２（表面）を構成している。壁部３ｎ２の前面３ａ２
は、筐体３の前面３ａの一部であり、壁部３ｋの前面３ａ１とともに筐体３の前面３ａを
構成している。壁部３ｎ２は、後方側（背面側、背後側、表示画面４ａとは反対側、図４
，５の右側）から前方側（正面側、表示画面４ａ側、図４，５の左側）へ向かうにつれて
表示画面４ａに対する正面視で離れた側（下方側）から近い側（上方側）へ向かっている
。すなわち、壁部３ｎ２（の前面３ａ２）は、表示画面４ａに沿う方向ならびに表示画面
４ａの法線方向に対して傾斜している。前面３ａ２は、表示画面４ａに対して傾斜した傾
斜面の一例である。
【００１９】
　また、本実施形態では、一例として、図４～７に示されるように、壁部３ｎに、溝３１
ｅ（溝部、凹部）が設けられている。溝３１ｅは、第一の部材３Ｒｒと第二の部材３Ｍｄ
との境界線３１ｉ（境界部、境界、図７参照）に沿って延在している。溝３１ｅは、底面
３１ｆ（底部、底、面、部分）と、底面３１ｆから延出した一対の対向面３１ｇ，３１ｈ
と、を有する。底面３１ｆおよび一方の対向面３１ｇは、第一の部材３Ｒｒに設けられて
いる。他方の対向面３１ｈは、第二の部材３Ｍｄに設けられている。境界線３１ｉ（図７
）は、溝３１ｅに位置されている。本実施形態では、一例として、境界線３１ｉは、底面
３１ｆと対向面３１ｇとの境界（境界部）に設けられている。
【００２０】
　また、本実施形態では、一例として、図１に示されるように、第一の支持部２Ｆｒは、
表示画面４ａの短手方向の筐体３の端部３ｅ（一端部、長辺部、下辺部）に設けられ、筐
体３を支持している。詳細には、二つの第一の支持部２Ｆｒは、表示画面４ａの長手方向
に相互に間隔をあけて位置され、表示画面４ａの短手方向の筐体３の端部３ｅ（一端部、
長辺部、下辺部）から突出し、筐体３を支持している。二つの第一の支持部２Ｆｒは、筐
体３の短手方向（Ｙ方向、表示画面４ａの短手方向）側の端部３ｅ（一端部、長辺部、下
辺部）の、長手方向（Ｘ方向、表示画面４ａの長手方向、左右方向）の両端部（角部３ｈ
，３ｉ）より中央部側に寄った位置から下方（端部３ｃとは反対方向）に向けて突出して
いる。また、本実施形態では、一例として、図１～５に示されるように、第二の支持部２
Ｒｒは、二つの第一の支持部２Ｆｒと離間して第一の部材３Ｒｒから突出している。また
、第二の支持部２Ｒｒは、表示画面４ａに対する正面視では二つの第一の支持部２Ｆｒの
間となる位置で突出し、二つの第一の支持部２Ｆｒとともに筐体３を三点で支持している



(7) JP 5349623 B2 2013.11.20

10

20

30

40

50

。
【００２１】
　また、本実施形態では、一例として、図４に示されるように、第一の支持部２Ｆｒは、
前部３１ａの表示画面４ａとは反対側（後方側、図４で右側）の縁部３１ｃに沿った方向
に突出している。
【００２２】
　また、本実施形態では、一例として、図１～４，６に示されるように、第一の支持部２
Ｆｒは、先細りの形状を有している。すなわち、第一の支持部２Ｆｒは、根元側から先端
側に向かうにつれて細くなっている。さらに、本実施形態では、一例として、図６，７か
ら明らかとなるように、第一の支持部２Ｆｒの前面２１ａ、後面２１ｂ、ならびに二つの
側面２１ｃは、それぞれ外側に向けて凸となる状態に膨らんでいる。また、前面２１ａお
よび二つの側面２１ｃの中央部には、第一の支持部２Ｆｒの根元側と先端側とに亘る稜線
２１ｄが設けられている。前面２１ａおよび二つの側面２１ｃでは、稜線２１ｄの部分が
他の部分より突出している。前面２１ａは、第二の前面の一例である。
【００２３】
　また、本実施形態では、一例として、図９に示されるように、第一の支持部２Ｆｒは、
第二の部材３Ｍｄに設けられた第一の突出部２１ｅと、第一の部材３Ｒｒに設けられた第
二の突出部２１ｆとを有している。具体的に、第一の突出部２１ｅは、第二の部材３Ｍｄ
の端部３ｅから下方（端部３ｃとは反対側）に突出するとともに、縁部３１ｃより後方（
表示画面４ａとは反対側）にも突出している。第一の突出部２１ｅは、縁部３１ｃよりも
表示画面４ａとは反対側（後方側）に位置された第一の部分２１ｇを有する。また、第二
の突出部２１ｆは、第一の部材３Ｒｒの壁部３ｍ（後壁）および壁部３ｎ（側壁）から第
一の突出部２１ｅに沿って下方に向けて突出している。また、第一の部材３Ｒｒには、第
一の突出部２１ｅのうち縁部３１ｃより後方側に位置する第一の部分２１ｇを受け入れる
切欠部２１ｈが設けられている。すなわち、第一の部材３Ｒｒのうち、切欠部２１ｈに隣
接した第二の部分２１ｉは、第一の部分２１ｇの先端部とは反対側に位置して、当該第一
の部分２１ｇと接触する。このような構成の第一の突出部２１ｅと第二の突出部２１ｆと
が前後方向に重ねられ、一体化されて、第一の支持部２Ｆｒが構成される。なお、第二の
突出部２１ｆには、開口部２１ｊが設けられ、第一の突出部２１ｅには、開口部２１ｊを
通された結合具（例えばねじ等、図示されず）が結合される結合部２１ｋ（例えば雌ねじ
孔）が設けられる。すなわち、第一の突出部２１ｅと第二の突出部２１ｆは、結合具によ
って結合される。開口部２１ｊの縁部には凹部２１ｍが設けられている。凹部２１ｍには
、キャップ２１ｎ（図３，７等参照）が嵌められ、このキャップ２１ｎにより、凹部２１
ｍならびに開口部２１ｊが覆われている。キャップ２１ｎは、エラストマ等の弾性かつ可
撓性を有した材料で構成される。
【００２４】
　また、本実施形態では、一例として、図８，９に示されるように、第一の突出部２１ｅ
と第二の突出部２１ｆとの間には、可撓性および弾性を有する弾性部材３５が挟まれてい
る。弾性部材３５は、第一の突出部２１ｅに設けられた凹部２１ｐと第二の突出部２１ｆ
に設けられた凹部２１ｒとに収容される。弾性部材３５は、第一の支持部２Ｆｒの先端側
（下方側）に露出（突出）している。また、図８に示されるように、弾性部材３５の根元
側（上側）には、可撓性を有する緩衝部材３６が位置されている。緩衝部材３６は、弾性
部材３５と第一の支持部２Ｆｒとの間に介在している。弾性部材３５は、一例としては、
エラストマ等で構成される。緩衝部材３６は、一例としては、合成樹脂材料の発泡材料等
で構成される。
【００２５】
　また、本実施形態では、一例として、図１，３，１０に示されるように、第二の支持部
２Ｒｒは、筐体３（表示装置４）の長手方向に幅を持つ四角形状（例えば長方形状）かつ
板状の外観を呈している。また、図１０に示されるように、端部２２ａは、筐体３（表示
装置４）の長手方向に沿って細長く延びた面状に形成されている。端部２２ａには、端部
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２２ａの長手方向に沿って延びた弾性部材２２ｂが設けられている。弾性部材２２ｂは、
端部２２ａから先端側（下方側）に突出している。
【００２６】
　また、本実施形態では、一例として、図４，５に示されるように、第二の支持部２Ｒｒ
は、筐体３の壁部３ｍに、回動可能に支持されている。第二の支持部２Ｒｒは、図３～５
に示される回動軸Ａｘ周りに回動可能に連結された二つの部品を有したヒンジ機構（図示
されず）を介して、壁部３ｍに接続されている。回動軸Ａｘは、壁部３ｍの中央部ならび
に第二の支持部２Ｒｒの端部２２ａとは反対側の端部２２ｃに位置されるとともに、端部
２２ａ（筐体３および表示装置４の長手方向、左右方向）ならびに壁部３ｍの後面３ｂに
沿って延びている。図４には、第二の支持部２Ｒｒが突出した状態（展開状態）が示され
、図５には、第二の支持部２Ｒｒが引っ込んだ状態（折りたたみ状態）が示されている。
図４から明らかとなるように、第二の支持部２Ｒｒが展開されて、第一の支持部２Ｆｒお
よび第二の支持部２Ｒｒによって筐体３が起立された姿勢で支持された状態では、第一の
支持部２Ｆｒは、上方から下方へ向かうにつれて後方から前方へ向かい、第二の支持部２
Ｒｒは、上方から下方へ向かうにつれて前方から後方へ向かう。
【００２７】
　また、図１，１１に示されるように、壁部３ｎ２には、開口部３２ａ，３２ｂが設けら
れている。すなわち、壁部３ｎ２の前面３ａ２（傾斜面）には、開口部３２ａ，３２ｂが
設けられている。開口部３２ｂは、第二の開口部の一例である。開口部３２ａは、表示画
面４ａの長手方向に相互に間隔をあけて二つ設けられている。開口部３２ａは、複数の小
孔３２ｃ（孔、貫通孔、図６参照）を含んでいる。開口部３２ａの設けられた領域の背後
には、スピーカ３８（図１２参照、、収容部品）が設けられており、このスピーカ３８の
音声（音）が、開口部３２ａ（小孔３２ｃ）を通じて出力される。なお、図１２には、一
方の第３の開口部３２ａに対応して設けられたスピーカ３８が示されている。このように
、前面３ａ２には、音を放出する複数の小孔３２ｃが設けられている。小孔３２ｃは、第
三の開口部の一例である。複数の小孔３２ｃを有した領域としての開口部３２ａは、図１
に示されるように、正面視での左側と右側に、端部３ｅに沿って延びた長孔状に形成され
ている。開口部３２ａの長さは、端部３ｅの長さの約１／３である。開口部３２ｂは、前
面３ａ（前面３ａ１）における複数の小孔３２ｃが設けられた領域としての開口部３２ａ
内に設けられている。また、開口部３２ｂは、開口部３２ａ（領域）の、表示画面４ａの
長手方向の一端部３２ｄに寄せて位置されている。開口部３２ｂは、端部３ｆと端部３ｄ
とのうち端部３ｄに寄せて位置されている。
【００２８】
　また、本実施形態では、図１，１１に示されるように、開口部３２ｂからは、一例とし
ては、スイッチ３９（収容部品）の操作子３３と、通信部３７（一例としては赤外線受信
部、収容部品）のカバー３４とが、露出されている。カバー３４は、操作子３３とは異な
る別の部品の一例である。このように、開口部３２ｂは、操作子３３と操作子３３とは異
なる別の部品としてのカバー３４を露出させている。操作子３３は、操作部の一例である
。スイッチ３９は、一例としては、操作子３３を押圧するたびにオンとオフとが切り替わ
る所謂プッシュ－プッシュ式の押しボタンスイッチとして構成されうる。操作子３３は、
前面３ａ２に対して略垂直な方向（図４に示された矢印Ｆの方向）に沿って押圧操作され
る。スイッチ３９は、一例として電源スイッチとして構成されうる。操作子３３（の表面
）には、一例として、電源スイッチである旨を示す印が設けられている。なお、操作子３
３は、スイッチ３９に設けられるものに限るものではなく、例えば表示画面４ａの明るさ
等を調整する調整器に設けられるものであってもよい。また、通信部３７は、一例として
は、赤外線（赤外光）の受光部として構成されうる。開口部３２ｂは、前面３ａ（前面３
ａ２）における、表示画面４ａの短手方向で一方の第一の支持部２Ｆｒの筐体３側に位置
された部分３ａ３（第一部分、第一領域、領域）に設けられている。つまり、開口部３２
ｂは、一方の第一の支持部２Ｆｒの上方に位置されており、これにより、操作子３３およ
びカバー３４も、一方の第一の支持部２Ｆｒの上方に位置されている。
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【００２９】
　なお、開口部３２ｂの位置は上述の位置に限るものではない。例えば、開口部３２ｂが
前面２１ａに設けられていて、当該開口部３２ｂから操作子３３が露出されていてもよい
。さらには、開口部３２ｂが表示画面４ａの短手方向で第一の支持部２Ｆｒ間の筐体３側
に位置された部分３ａ４に設けられて、当該開口部３２ｂから操作子３３が露出されてい
てもよい。また、開口部３２ｂは、表示画面４ａの長手方向の中心を通る（仮想の）中心
線に対して線対称に位置した一対の第一の支持部２Ｆｒの間に位置していてもよい。別の
言い方をすると、第一の支持部２Ｆｒの、表示画面４ａの長手方向での中心線よりも、筐
体３の、表示画面４ａの長手方向での中心線側に偏心して位置されていてもよい。以上か
らわかるとおり、操作子３３を露出させる開口部３２ｂは、前面３ａの部分３ａ３と、前
面３ａにおける、表示画面４ａの短手方向で第一の支持部２Ｆｒ間の筐体３側に位置され
た部分３ａ４と、前面２１ａとのいずれかに設けられていてよい。
【００３０】
　また、本実施形態では、一例として、図１，１１に示されるように、操作子３３は、表
示画面４ａの短手方向で一方の第一の支持部２Ｆｒ（一例として、図１の右側の第一の支
持部２Ｆｒ）と表示画面４ａとの間に位置されている。また、本実施形態では、一例とし
て、操作子３３は、第一の支持部２Ｆｒより前方（表示画面４ａ側）に位置されている。
また、本実施形態では、一例として、操作子３３は、第二の部材３Ｍｄに取り付けられて
いる。一例として、操作子３３は、スイッチ３９とともに、連結部材を介して第二の部材
３Ｍｄに取り付けられている。また、本実施形態では、一例として、操作子３３は、表示
画面４ａの長手方向でカバー３４（別の部品）よりも開口部３ｒ（第一の開口部）の中心
側に位置されている。
【００３１】
　また、本実施形態では、一例として、図１２に示されるように、筐体３内には、基板４
０（回路基板、収容部品）が収容されている。基板４０の前面（実装面、一面、面）には
、操作子３３が設けられたスイッチ３９（一例として電源スイッチ）と、通信部３７とが
実装されている。また、基板４０の後面４０ａ（他面、面）にはコネクタ４５が設けられ
ている。基板４０は、支持部材４３（取付部材、介在部材、板金部材）を介して第二の部
材３Ｍｄに取り付けられている。基板４０（の前面および後面４０ａ）は、前面３ａ２（
傾斜面）に沿って位置されており、表示画面４ａに対して傾斜している。一例として、基
板４０は、結合具４４（ねじ）によって第二の部材３Ｍｄに取り付けられ、支持部材４３
は、結合具４４（ねじ）によって第二の部材３Ｍｄに取り付けられている。支持部材４３
は、基部４３ａと、基部４３ａから延出した板部４３ｂ（取付部）とを有しており、板部
４３ｂに基板４０が取り付けられている。板部４３ｂ（の一部）は、第二の部材３Ｍｄと
基板４０との間に位置されている。また、支持部材４３は、一例として、係部（支持部、
アーム、図示されず）によって操作子３３を変位可能（往復動可能、進退可能、操作可能
）に支持している。また、一例として、支持部材４３は、第二の部材３Ｍｄに設けられた
係部（爪）３ｘと係っている。基板４０は、開口部３２ｂの後方（背面側）に位置されて
いる。基板４０は、第一の支持部２Ｆｒの上方且つ表示装置４の下方に位置されている。
つまり、基板４０は、第一の支持部２Ｆｒと表示装置４との間に位置されている。基板４
０は、表示画面４ａの長手方向でスピーカ３８と並んで位置されている。スピーカ３８は
、結合具４４（ねじ）によって第二の部材３Ｍｄに取り付けられている。スピーカ３８の
一端部３８ａ（上端部、端部、縁部）は、表示装置４の後方に位置されている。
【００３２】
　筐体３内には、表示装置４の後側（裏側、背後側、壁部３ｍ側、表示画面４ａとは反対
側）に、基板４０とは別の基板（図示されず、回路基板、収容部品）が収容されている。
基板は、表示装置４に重ねて設けられている。また、基板は、壁部３ｋ，３ｍ，３ｎ等と
離間した状態で、すなわち、壁部３ｋ，３ｍ，３ｎ等との間に隙間を有した状態で、設け
られている。また、基板は、例えばねじ等の固定具によって、表示装置４または筐体３に
固定されている。基板（回路基板、制御基板、メイン基板）には、ＣＰＵ（central　pro
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cessing　unit）等の複数の電子部品（部品、素子、図示されず）が実装されている。電
子部品には、発熱体が含まれる。また、発熱量の大きな電子部品（発熱体）には、冷却機
構（放熱部、受熱部、図示されず）を設けることができる。基板および電子部品によって
、制御回路（図示されず）の少なくとも一部が構成されている。制御回路は、例えば、映
像信号処理回路や、チューナ部、ＨＤＭＩ（high-definition　multimedia　interface）
信号処理部、ＡＶ（audio　video）入力端子、リモコン信号受信部、制御部、セレクタ、
オンスクリーンディスプレイインタフェース、記憶部（例えば、ＲＯＭ（read　only　me
mory）、ＲＡＭ（random　access　memory）、ＨＤＤ（hard　disk　drive）等）、音声
信号処理回路等を、含むことができる。図１２には、記憶部の一例としてＨＤＤ４１（収
容部品）が示されている。ＨＤＤ４１の周囲には、ドングル用のコネクタ（電気部品）が
設けられた基板４２（収容部品）が位置されている。ＨＤＤ４１および基板４２は、表示
装置４の後側（裏側、背後側、壁部３ｍ側、表示画面４ａとは反対側）の位置で筐体３に
収容されている。一例としてＨＤＤ４１は、スピーカ３８の上方（筐体３の端部３ｃ側）
に位置され、基板４２は、基板４０の上方（筐体３の端部３ｃ側）に位置されている。Ｈ
ＤＤ４１および基板４２は、結合具４４（ねじ）によって、表示装置４の裏面４ｂに結合
（固定）されている。制御回路は、表示装置４の表示画面４ａでの映像（動画や静止画等
）の出力や、スピーカ３８での音声の出力、ＬＥＤ（light　emitting　diode、図示され
ず）での発光等を制御する。表示装置４や、スピーカ３８、ＬＥＤ等は、出力部の一例で
ある。
【００３３】
　以上、説明したように、本実施形態では、一例として、テレビジョン受像機１は、第二
の部材３Ｍｄの、表示画面４ａの短手方向側の端部３ｅの、表示画面４ａの長手方向の両
側の端部３ｄ，３ｆより中央部側に寄った位置から突出した第一の突出部２１ｅを有した
二つの第一の支持部２Ｆｒと、二つの第一の支持部２Ｆｒと離間して第一の部材３Ｒｒか
ら突出した第二の支持部２Ｒｒと、を有した。よって、本実施形態によれば、一例として
は、第一の支持部２Ｆｒおよび第二の支持部２Ｒｒによって、より狭い領域でテレビジョ
ン受像機１を支持することができる。よって、一例としては、テレビジョン受像機１をよ
り狭いスペースにも置きやすくなる。また、一例としては、支持部が長手方向の両端部に
位置された構成に比べて、第一の支持部２Ｆｒを含む部分がよりスリムにあるいはより小
さく見えやすくなる。
【００３４】
　また、本実施形態では、一例として、表示装置４が第二の部材３Ｍｄに取り付けられた
。よって、本実施形態によれば、一例としては、第一の支持部２Ｆｒが設けられた第二の
部材３Ｍｄに表示装置４が取り付けられるため、支持部の無い他の部材に取り付けられる
場合に比べて、表示装置４の重量による筐体３の撓みや、変形、応力の増大等が生じにく
い。
【００３５】
　また、本実施形態では、一例として、第二の部材３Ｍｄが、表示画面４ａの長手方向の
両端側で、表示装置４を覆い端部３ｅ側から当該端部３ｅの反対側（端部３ｃ側）に向か
うにつれて細くなる壁部３ｎ１の前部３１ａを有した。よって、本実施形態によれば、一
例としては、表示画面４ａの正面側からの視線で、壁部３ｎ１がよりスリムにあるいはよ
り小さく見えやすくなる。
【００３６】
　また、本実施形態では、一例として、第一の突出部２１ｅが、前部３１ａの表示画面４
ａとは反対側の縁部３１ｃに沿った方向に突出した。よって、本実施形態によれば、一例
としては、第一の突出部２１ｅと第二の部材３Ｍｄの縁部３１ｃとが面（縁部３１ｃおよ
び第一の突出部２１ｅに沿った面）に沿って配置されるため、第一の突出部２１ｅと第二
の部材３Ｍｄの縁部３１ｃとが互いに交叉して設けられた場合に比べて、第一の支持部２
Ｆｒおよび第二の部材３Ｍｄによって表示装置４等がより強固に支持されやすくなる。ま
た、一例としては、第二の部材３Ｍｄにおける第一の突出部２１ｅの突出部分等における
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応力集中が生じにくくなる。また、一例としては、第一の突出部２１ｅが表示装置４の重
心の近くに向きやすくなるため、表示装置４等の重量によって第一の突出部２１ｅに生じ
る応力がより小さくなりやすい。
【００３７】
　また、本実施形態では、一例として、第一の部材３Ｒｒが、表示画面４ａの長手方向の
両端側の端部３ｄ，３ｆで、表示装置４を覆い表示画面４ａから離れるにつれて表示画面
４ａの正面視での中央部側に向かう壁部３ｎ１の後部３１ｂを有した。よって、本実施形
態によれば、一例としては、後部が表示画面４ａに直交した方向に沿った場合に比べて、
表示画面４ａの前方側からの視線で、後部３１ｂが見える領域が減る。よって、壁部３ｎ
１がよりスリムにあるいはより小さく見えやすくなる。また、一例として、前部３１ａが
端部３ｅ側から当該端部３ｅの反対側（端部３ｃ側）に向かうにつれて細くなる形状を有
した場合には、壁部３ｎ１が全体としてよりスリムにあるいはより小さく見えやすくなる
。
【００３８】
　また、本実施形態では、一例として、第一の支持部２Ｆｒが、根元側から先端側に向か
うにつれて細くなる。よって、本実施形態によれば、一例としては、支持部の幅や太さが
根元側から先端側にかけて一定である構成に比べて、第一の支持部２Ｆｒを含む部分がよ
りスリムにあるいはより小さく見えやすくなる。
【００３９】
　また、本実施形態では、一例として、第一の支持部２Ｆｒが、第一の部材３Ｒｒの、表
示画面４ａの短手方向側の端部３ｅの、表示画面４ａの長手方向の両側の端部３ｄ，３ｆ
より中央部側に寄った位置から突出した第二の突出部２１ｆを有し、第一の突出部２１ｅ
と第二の突出部２１ｆとが結合された。よって、本実施形態によれば、一例としては、表
示装置４等の重量を筐体３のより広い範囲で支持しやすくなる。よって、筐体３において
局所的な応力が増大するのが抑制されやすくなる。
【００４０】
　また、本実施形態では、一例として、第一の突出部２１ｅが、縁部３１ｃよりも表示画
面４ａとは反対側に位置された第一の部分２１ｇを有し、第一の部材３Ｒｒが、第一の部
分２１ｇの先端部とは反対側に接触した第二の部分２１ｉを有した。よって、本実施形態
によれば、一例としては、第一の部分２１ｇと第二の部分２１ｉとの間、すなわち、第二
の部材３Ｍｄに設けられた第一の突出部２１ｅと第一の部材３Ｒｒとの間で荷重を伝達す
ることができる。よって、本実施形態によれば、一例としては、表示装置４等の重量を筐
体３のより広い範囲で支持しやすくなる。よって、筐体３において局所的な応力が増大す
るのが抑制されやすくなる。
【００４１】
　なお、第一の突出部２１ｅは、第二の部材３Ｍｄに一体成形されてもよいし、第二の部
材３Ｍｄとは別の部品として構成され、第二の部材３Ｍｄにねじ等の結合具による結合や
溶着等によって第二の部材３Ｍｄに一体化されてもよい。
【００４２】
　また、本実施形態では、一例として、開口部３２ｂ（第二の開口部）が、前面３ａ（前
面３ａ２）における、表示画面４ａの短手方向で一方の第一の支持部２Ｆｒの筐体３側に
位置された部分３ａ３に設けられている。そして、開口部３２ｂから操作子３３が露出さ
れている。よって、本実施形態によれば、一例としては、操作子３３に対する操作者の操
作（一例として押圧操作）により、第一の支持部２Ｆｒを支点とした回動力が筐体３に作
用することを抑制することができる。したがって、本実施形態によれば、第一の支持部２
Ｆｒを支点として筐体３（テレビジョン受像機１）が回動することを抑制することができ
る。即ち、本実施形態によれば、操作子３３への操作の際のテレビジョン受像機１の設置
安定性を向上させることができる。なお、操作子３３を露出させる開口部３２ｂが、前面
３ａにおける、表示画面４ａの短手方向で第一の支持部２Ｆｒ間の筐体３側に位置された
部分３ａ４や前面２１ａに設けられた場合も、操作子３３への操作の際のテレビジョン受
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像機１の設置安定性を向上させることができる。
【００４３】
　また、本実施形態では、一例として、前面３ａは、表示画面４ａに対して傾斜した前面
３ａ２を含み、開口部３２ｂは、前面３ａ２に設けられている。よって、本実施形態によ
れば、一例としては、前面３ａが、表示画面４ａに対して傾斜した前面３ａ２を含むこと
により、操作者に対して筐体３の見かけ上の大きさをより小さく見せることができる。ま
た、本実施形態によれば、一例としては、開口部３２ｂが前面３ａ２に設けられているこ
とにより、開口部３２ｂから露出された操作子３３への押圧操作方向が後方斜め上方にな
り、押圧力は上方への分力と後方への分力とに分かれるため、筐体３を後方へ押す力は押
圧力の一部だけとなる。よって、筐体３を後方へ押す力が比較的に少なくなり、第一の支
持部２Ｆｒを支点として筐体３が回動することを抑制することができる。また、本実施形
態によれば、一例としては、操作子３３を露出させた開口部３２ｂが前面３ａ２に設けら
れていることにより、表示画面４ａに比べて、開口部３２ｂや操作子３３を目立たなくす
ることができる。また、前面３ａ２の背後に、スピーカ３８やスイッチ３９を配置するこ
とで、それらを目立たなくすることができる。
【００４４】
　また、本実施形態では、一例として、開口部３２ｂは、前面３ａに設けられ、操作子３
３は、第一の支持部２Ｆｒより前方に位置されている。よって、本実施形態によれば、一
例としては、操作子３３に入力された押圧力が第一の支持部２Ｆｒに良好に伝達されるの
で、操作子３３への操作の際のテレビジョン受像機１の設置安定性をより向上させること
ができる。
【００４５】
　また、本実施形態では、一例として、操作子３３は、第二の部材３Ｍｄに取り付けられ
、第一の支持部２Ｆｒは、第二の部材３Ｍｄから突出した突出部として第一の突出部２１
ｅを有している。よって、本実施形態によれば、一例としては、操作子３３が第二の部材
３Ｍｄに取り付けられるため、操作子３３が第三の部材３Ｆｒに取り付けられる場合に比
べて、操作子３３に入力される操作力が表示画面４ａに伝わることを抑制することができ
る。
【００４６】
　また、本実施形態では、一例として、開口部３２ｂは、操作子３３と操作子３３とは異
なる別の部品としてのカバー３４を露出させている。よって、本実施形態によれば、一例
としては、一つの開口部３２ｂで、複数の部品を露出させているので、テレビジョン受像
機１の構成を比較的に簡素にすることができる。
【００４７】
　また、本実施形態では、一例として、前面３ａは、音を放出する複数の小孔３２ｃが設
けられ、開口部３２ｂは、前面３ａにおける複数の小孔３２ｃが設けられた開口部３２ａ
（領域）内に設けられている。よって、本実施形態によれば、一例としては、開口部３２
ｂが目立ちにくい。
【００４８】
　また、本実施形態では、一例として、開口部３２ｂは、開口部３２ａ（領域）の、表示
画面４ａの長手方向の一端部３２ｄに寄せて位置されている。よって、本実施形態によれ
ば、一例としては、操作子３３が設けられたスイッチ３９とスピーカ３８とを容易に並べ
て配置することができる。
【００４９】
　また、本実施形態では、一例として、操作子３３は、表示画面４ａの短手方向で一方の
第一の支持部２Ｆｒと表示画面４ａとの間に位置されている。よって、本実施形態によれ
ば、一例としては、操作子３３に対する操作により第一の支持部２Ｆｒを支点として筐体
３が回動することを抑制することができる。
【００５０】
　また、本実施形態では、一例として、第一の部材３Ｒｒと第二の部材３Ｍｄとの境界線
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３１ｉが、溝３１ｅに位置されている。よって、本実施形態では、一例として、境界線３
１ｉを目立たなくすることができる。
【００５１】
　また、本実施形態では、一例として、操作子３３とカバー３４とが、表示画面４ａの長
手方向（左右方向）に並んで位置されている。よって、本実施形態では、一例として、操
作子とカバーとが表示画面４ａの短手方向（上下方向）に並んで位置される場合に比べて
、テレビジョン受像機１の重心位置を端部３ｅ（下端部）側により近づけることができる
。したがって、本実施形態によれば、テレビジョン受像機１の設置安定性をより向上させ
ることができる。また、本実施形態では、一例として、スイッチ３９と通信部３７とが、
表示画面４ａの長手方向（左右方向）に並んで位置されている。よって、本実施形態では
、一例として、スイッチと通信部とが表示画面４ａの短手方向（上下方向）に並んで位置
されている場合に比べて、テレビジョン受像機１の重心位置を端部３ｅ（下端部）側によ
り近づけることができる。したがって、本実施形態によれば、テレビジョン受像機１の設
置安定性をより向上させることができる。
【００５２】
　また、本実施形態では、一例として、操作子３３とカバー３４とスイッチ３９と通信部
３７とが、第一の支持部２Ｆｒの上方に位置されている。よって、本実施形態では、一例
として、操作子３３とカバー３４とスイッチ３９と通信部３７との重量による荷重が第一
の支持部２Ｆｒに上方から入力されるので、筐体３の撓みを抑制することができる。
【００５３】
＜第１変形例＞
　図１３には、第１変形例にかかるテレビジョン受像機１Ａが示されている。なお、図１
３には、筐体３から第一の支持部２Ｆｒが取り外された状態が示されている。本変形例に
かかるテレビジョン受像機１Ａでは、二つの第一の支持部２Ｆｒが筐体３に着脱可能に設
けられている。第一の支持部２Ｆｒは、筐体３に着脱構造（結合構造、係構造、図示せず
）によって着脱可能に設けられている。着脱構造は、係部やねじ止め構造などを含んでよ
い。
【００５４】
　また、本変形例にかかるテレビジョン受像機１Ａでは、一方の第一の支持部２Ｆｒに開
口部２１ｓおよび操作子３３が設けられている。開口部２１ｓは、第一の支持部２Ｆｒの
前面２１ａに設けられている。開口部２１ｓは、第二の開口部の一例である。この開口部
２１ｓから操作子３３が露出されている。
【００５５】
＜第２変形例＞
　図１４には、第２変形例にかかるテレビジョン受像機１Ｂが示されている。本変形例に
かかるテレビジョン受像機１Ｂでは、二つの第一の支持部２Ｆｒは、筐体３の短手方向（
Ｙ方向、表示画面４ａの短手方向）側の端部３ｅ（一端部、長辺部、下辺部）の、長手方
向（Ｘ方向、表示画面４ａの長手方向、左右方向）の両端部（角部３ｈ，３ｉ）から下方
（端部３ｃとは反対方向）に向けて突出している。別の言い方をすると、二つの第一の支
持部２Ｆｒは、端部３ｄ，３ｆの亘面３ｐ（側面）の延長線上に位置されている。
【００５６】
　また、本変形例にかかるテレビジョン受像機１Ｂでは、一方の第一の支持部２Ｆｒに開
口部２１ｓおよび操作子３３が設けられている。開口部２１ｓおよび操作子３３は、第１
変形例と同じ構成である。
【００５７】
＜第３変形例＞
　図１５には、第３変形例にかかるテレビジョン受像機１Ｃが示されている。本変形例に
かかるテレビジョン受像機１Ｃでは、スピーカ３８が、第一の支持部２Ｆｒの上方（表示
画面４ａ側）に位置されて、筐体３に収納されている。かかる構成により、スピーカ３８
の振動を抑制することができる。
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【００５８】
　また、本変形例にかかるテレビジョン受像機１Ｃでは、一方の第一の支持部２Ｆｒに開
口部２１ｓおよび操作子３３が設けられている。開口部２１ｓおよび操作子３３は、第１
変形例と同じ構成である。
【００５９】
＜第４変形例＞
　図１６には、第４変形例にかかるテレビジョン受像機１Ｄが示されている。本変形例に
かかるテレビジョン受像機１Ｄでは、第一の支持部２Ｆｒは、根元側（筐体３側）から先
端側に向かうにつれて、前方（正面側、表示画面４ａ側、図１６の左側）に向かっている
。第一の支持部２Ｆｒは、表示画面４ａに沿う方向ならびに表示画面４ａの法線方向に対
して傾斜している。
【００６０】
＜第５変形例＞
　図１７には、第５変形例にかかるテレビジョン受像機１Ｅが示されている。本変形例に
かかるテレビジョン受像機１Ｅには、第一の支持部２Ｆｒおよび第二の支持部２Ｒｒに代
えて、支持部２Ａが一つだけ設けられている。支持部２Ａは、筐体３を支持している。支
持部２Ａは、接地部２１ｔ（部分）と、起立部２１ｕ（部分）と、を有している。起立部
２１ｕは、接地部２１ｔから筐体３に向けて延出している。起立部２１ｕの上端部（端部
）に筐体３が連結されている。支持部２Ａは、筐体３を回動（旋回）可能に支持している
。一例として、支持部２Ａは、表示画面４ａの上下方向の角度を変化させる。すなわち、
支持部２Ａはチルトの調整を可能としている。なお、支持部２Ａは筐体３を他の方向への
回動（例えば、ピボット、スイベル等）を可能に支持することができる。
【００６１】
　また、本変形例にかかるテレビジョン受像機１Ｅでは、支持部２Ａの起立部２１ｕに開
口部２１ｓおよび操作子３３が設けられている。開口部２１ｓは、支持部２Ａの起立部２
１ｕの前面２１ａに設けられている。この開口部２１ｓから操作子３３が露出されている
。なお、開口部２１ｓおよび操作子３３は、接地部２１ｔに設けられていてもよい。
【００６２】
＜第６変形例＞
　図１８には、第６変形例にかかるテレビジョン受像機１Ｆが示されている。本変形例に
かかるテレビジョン受像機１Ｆには、第一の支持部２Ｆｒおよび第二の支持部２Ｒｒが設
けられておらず、筐体３の端部３ｅが支持部として機能する。別の言い方をすると、筐体
３に支持部（端部３ｅ）が一体成形されている。筐体３の端部３ｅは、載置部上に載置さ
れ、筐体３を支持する。また、本変形例では、壁部３ｎ２の前面３ａ２に開口部３２ｂが
設けられ、壁部３ｎ２に操作子３３およびスピーカ（図示せず）が設けられている。
【００６３】
　以上、本発明の実施形態を例示したが、上記実施形態はあくまで一例であって、発明の
範囲を限定することは意図していない。上記実施形態は、その他の様々な形態で実施され
ることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、組み合わ
せ、変更を行うことができる。上記実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれる
とともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。また、上記実
施形態や各変形例の技術的特徴は、適宜に組み合わせたり、部分的に置換したりして実施
することができる。また、各構成要素のスペック（構造や、種類、方向、形状、大きさ、
長さ、幅、厚さ、高さ、数、配置、位置、材質等）は、適宜に変更して実施することがで
きる。
【符号の説明】
【００６４】
　１，１Ａ～１Ｆ…テレビジョン受像機（電子機器）、２Ｆｒ…第一の支持部、２Ｒｒ…
第二の支持部、３Ｒｒ…第一の部材（カバー部材）、３Ｍｄ…第二の部材（ミドルフレー
ム部材）、３Ｆｒ…第三の部材（マスク部材）、３ｅ…端部、３ｎ１…壁部、４…表示装
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置、４ａ…表示画面、２１ｅ…第一の突出部、２１ｆ…第二の突出部、２１ｇ…第一の部
分、２１ｉ…第二の部分、３１ａ…前部（壁部）、３１ｂ…後部（第二の壁部）、３１ｃ
…縁部。
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